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の
事
務
所
で
は
2
0
1
3
年
、
遂
に
冷
房
を

導
入
し
ま
し
た
。
気
温
上
昇
は
夏
の
み
な
ら

ず
、
冬
季
に
ま
で
年
々
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、

ス
イ
ス
気
象
台
に
よ
る
と
2
0
1
5
年
12

月
は
過
去
1
5
0
年
間
で
月
間
平
均
気
温

が
最
も
高
く
、
高
地
で
は
観
測
史
上
初
め
て

気
温
が
０
度
以
上
と
な
っ
た
と
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
思
い
返
せ
ば
、
そ
の
年
の
ス
キ
ー

シ
ー
ズ
ン
は
周
辺
の
ス
キ
ー
場
が
雪
不
足
の

た
め
2
0
1
6
年
１
月
初
旬
ま
で
オ
ー
プ
ン

せ
ず
、ス
キ
ー
を
十
分
に
満
喫
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
本
年
2
0
1
8
年
に
は
1
8
6
4
年

の
気
象
観
測
開
始
以
来
、
ス
イ
ス
の
気
温
の

中
央
値
は
世
界
の
中
央
値
（
0
・
9
度
）の
２

倍
以
上
と
な
る
２
度
上
昇
し
た
う
え
、４
月
は

歴
代
２
位
の
暖
か
さ
を
記
録
。
さ
ら
に
、
熱

波
の
到
来
で
、
７
月
～
８
月
は
猛
暑
と
乾
燥

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
今
世
紀
末
ま
で
に
ス

イ
ス
の
気
温
の
上
昇
ス
ピ
ー
ド
は
さ
ら
に
加

速
化
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
１
）

観
光
資
源
を
中
心
に
多
大
な
被
害

　

こ
う
し
た
気
候
変
動
が
も
た
ら
す
平
均

異
常
気
象
と
ス
イ
ス
の
未
来

〜
気
候
変
動
が
及
ぼ
す
深
刻
な
影
響
と
対
策
と
は
〜

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
こ
の
夏
、
西
日
本
を

中
心
と
す
る
豪
雨
・
台
風
21
号
の
災
害
お

よ
び
北
海
道
地
震
で
亡
く
な
れ
ら
た
方
々

の
ご
冥
福
を
謹
ん
で
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
被
災
者
の
皆
様

に
対
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
近
年
、
こ
う
し
た
自
然
災
害
は
当
初

の
想
定
を
上
回
る
規
模
で
猛
威
を
振
る
っ

て
お
り
、
経
済
的
に
も
多
大
な
損
害
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
地
球
温
暖

化
に
起
因
す
る
異
常
気
象
は
世
界
各
地
で

常
態
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
ス
イ
ス
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
稿
で
は
、
急
速
に
進

む
気
候
変
動
に
よ
っ
て
ス
イ
ス
に
ど
の
よ
う

な
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
対
策

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
の
か
考
察
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

年
々
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る

ス
イ
ス
の
温
暖
化

　

筆
者
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
赴
任
し
た
の
が
８

年
前
の
2
0
1
0
年
夏
で
し
た
。
当
時
、
オ

フ
ィ
ス
や
自
宅
に
は
冷
房
設
備
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
日
中
の
気
温
は
24
～
26

度
。
滅
多
に
30
度
を
超
え
る
日
は
な
く
、
と

て
も
過
ご
し
や
す
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
2
0
1
2
年
夏
以
降
、
毎
年
よ
う

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
熱
波
に
襲
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
も
連
日
30
度
超
を

記
録
す
る
よ
う
に
な
り
、オ
フ
ィ
ス
で
の
仕

事
は
汗
だ
く
状
態
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル

気
温
の
上
昇
は
、
と
り
わ
け
主
要
産
業
の
ひ

と
つ
で
あ
る
観
光
資
源
を
中
心
に
、
氷
河
の

融
解
、
永
久
凍
土
の
融
解
、
雪
境
界
線
の
上

昇
、
夏
期
の
熱
波
の
増
加
な
ど
、
次
の
よ
う

な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。（
写
真
2
）

氷
河
の
融
解
：
1
8
5
0
年
ご
ろ
の
全
氷
河

の
面
積
1
7
3
5
平
方
キ
ロ
（
香
川
県
ほ
ど

の
広
さ
）
に
比
べ
、
今
年
は
8
9
0
平
方

キ
ロ
に
ま
で
半
減
。
氷
河
の
数
は
1
9
7
3

年
の
2
1
5
0
か
ら
1
4
0
0
ほ
ど
に
減

少
。
ス
イ
ス
の
大
学
・
研
究
機
関
は
、
地
球

温
暖
化
が
現
在
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
行
し
た
場

合
、
2
1
0
0
年
に
は
ほ
ぼ
全
氷
河
が
消
滅

す
る
と
試
算
。

写真１：夏の美しいスイスアルプスの様子

写真２：夏のマッターホルンの風景。温暖化が続けば冬で
も雪のない風景が常態化するかもしれない。
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判
明
。

気
候
変
動
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

対
策
を
講
じ
る
ス
イ
ス

　

気
候
変
動
の
影
響
に
よ
っ
て
、
経
済
や
社

会
生
活
全
般
に
い
た
る
ま
で
、
国
の
生
命
線

が
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
ス
イ
ス
は
、

日
ご
ろ
か
ら
真
剣
に
環
境
・
温
暖
化
対
策

を
講
じ
て
い
る
国
で
も
あ
り
ま
す
。
ス
イ
ス

は
京
都
議
定
書
に
お
い
て
、
温
室
効
果
ガ
ス

を
1
9
9
0
年
比
で
８
％
削
減
す
る
公
約
を

達
成
し
、
パ
リ
協
定
に
調
印
後
に
は
、
2

 
0
 

3
0
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
1
 

9
9
0
年
比
で
半
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
米
エ
ー
ル
大
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

の
チ
ー
ム
が
２
年
ご
と
に
調
査
・
発
表
し
て

い
る
「
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
数
E
P
I
」

（
調
査
対
象
国
1
8
0
カ
国
、
2
年
毎
調
査
、

環
境
・
気
候
変
化
・
保
健
・
農
業
・
漁
業
・
海

洋
な
ど
約
20
項
目
の
国
別
の
持
続
可
能
性
を

評
価
・
数
値
化
し
ラ
ン
ク
付
け
し
た
も
の
）

に
よ
る
と
、
2
0
1
8
年
の
１
位
は
ス
イ
ス
。

永
久
凍
土
の
融
解
：
山
腹
や
岩
盤
の
不
安
定

化
に
よ
り
、
地
す
べ
り
、
土
石
流
、
山
崩
れ
、

洪
水
な
ど
が
多
発
。
ス
イ
ス
・ア
ル
プ
ス
の
中

央
に
位
置
す
る
ベ
ル
ナ
ー
・
オ
ー
バ
ー
ラ
ン

ト
地
方
の
グ
ー
ト
タ
ン
ネ
ン
で
は
、
2

 

0

 
0
 

9
年
、
10
年
、11
年
、
そ
し
て
16
年
と
大
規

模
な
土
石
流
に
襲
わ
れ
る
。
土
砂
崩
れ
の
な

ど
の
影
響
で
、
登
山
道
の
閉
鎖
も
。

雪
境
界
線
の
上
昇
：
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

や
ス
キ
ー
場
へ
の
悪
影
響
。
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー

ト
で
雪
の
降
ら
な
い
ク
リ
ス
マ
ス
が
続
い
て

お
り
、
年
末
年
始
の
雪
不
足
が
影
響
し
各
リ

ゾ
ー
ト
施
設
の
利
益
が
減
少
。

夏
期
の
熱
波
の
増
加
：
健
康
、
農
作
物
、
生

活
、
生
態
系
へ
の
悪
影
響
。
2
0
1
8
年
の

記
録
的
な
猛
暑
と
乾
燥
に
よ
り
、
連
邦
政
府

は
農
作
物
の
被
害
を
受
け
て
い
る
農
家
に
対

し
救
済
措
置
を
発
動
。
水
不
足
に
見
舞
わ
れ

た
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
州
の
山
間
部
で
は
、

ス
イ
ス
軍
が
酪
農
家
に
軍
用
ヘ
リ
で
水
を
供

給
。
８
月
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
州
で
、
森
林
付

近
で
の
花
火
や
火
器
の
使
用
を
禁
止
さ
れ
、

ミ
ュ
ー
レ
ベ
ル
ク
原
発
で
は
冷
却
機
器
に
影

響
が
あ
る
と
し
て
減
速
運
転
を
行
っ
た
。
生

態
環
境
の
研
究
調
査
が
進
む
な
か
、
ア
ル
プ

ス
の
植
物
は
、
気
温
の
上
昇
（
現
在
よ
り
標

高
が
6
0
0
メ
ー
ト
ル
下
が
る
程
度
）
に
適

応
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
異
種
と
の
生
存

競
争
に
お
け
る
生
存
率
は
半
分
に
落
ち
込
ん

だ
ほ
か
、
ア
ル
プ
ス
に
生
息
す
る
ス
イ
ス
原

産
の
鳥
は
気
候
変
動
に
非
常
に
弱
い
こ
と
が

相
手
に
闘
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
然
は
あ

る
が
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、
こ
ち
ら
が
そ
れ

に
適
応
し
な
け
れ
ば
。」
そ
し
て
、「
私
た
ち

は
運
が
い
い
と
思
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
小
さ

な
村
だ
が
、
こ
の
自
治
体
を
見
守
る
人
々
の

密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
頼
み
に
で
き
る
の
だ

か
ら
」（sw

issinfo.ch

よ
り
引
用
）。
自
治

体
と
住
民
同
士
の
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
実

は
、
グ
ー
ト
タ
ン
ネ
ン
で
は
数
回
に
及
ぶ
大

規
模
な
土
石
流
に
お
い
て
死
者
は
出
し
て
い

ま
せ
ん
。
自
然
災
害
、
温
暖
化
対
策
の
本
質

は
こ
こ
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
日
本

と
ス
イ
ス
、
住
民
の
環
境
意
識
の
向
上
と

い
う
面
に
お
い
て
も
学
び
あ
う
こ
と
が
多

く
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

２
位
以
下
の
フ
ラ
ン
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど

を
ポ
イ
ン
ト
で
大
き
く
引
き
離
し
て
の
ト
ッ

プ
ス
コ
ア
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、

日
本
は
ド
イ
ツ（
13
位
）、イ
タ
リ
ア（
16
位
）

を
下
回
る
20
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
表
１
）

　

こ
う
し
た
結
果
は
、
国
が
講
じ
る
対
策
の

基
本
に
は
、
自
然
災
害
に
対
す
る
高
い
住
民

意
識
と
自
治
体
の
努
力
が
結
実
し
た
の
も
の

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
2
0
0
9
年
、

10
年
、
11
年
、
16
年
に
大
規
模
な
土
石
流
に

襲
わ
れ
、
村
全
体
の
移
転
計
画
ま
で
持
ち
上

が
っ
た
前
述
の
グ
ー
ト
タ
ン
ネ
ン
で
は
、
次

の
よ
う
な
自
治
体
と
住
民
の
言
葉
が
あ
り
ま

す
。「
自
然
災
害
に
直
面
す
る
と
、
つ
い
（
移

住
計
画
な
ど
）
過
剰
に
反
応
し
が
ち
だ
。
し

か
し
、
ど
ん
な
災
害
も
詳
細
に
記
録
し
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新
し
、
リ
ス
ク
を
十
分

に
吟
味
す
る
れ
ば
、
誤
判
断
を
避
け
ら
れ

る
。」、「
効
率
的
な
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム
が
不

可
欠
だ
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
高
価
な
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
比
較
的
簡
単
な

設
備
で
事
足
り
る
こ
と
も
あ
る
。」、「
自
然
を

順位 国　名 単位：pts

1 スイス 87.42

2 フランス 83.95

3 デンマーク 81.60

4 マルタ 80.90

5 スウェーデン 80.51

6 イギリス 79.89

7 ルクセンブルク 79.12

8 オーストリア 78.97

9 アイルランド 78.77

10 フィンランド 78.64

11 アイスランド 78.57

12 スペイン 78.39

13 ドイツ 78.37

14 ノルウェー 77.49

15 ベルギー 77.38

16 イタリア 76.96

17 ニュージーランド 75.96

18 オランダ 75.46

19 イスラエル 75.01

20 日本 74.69

【図表１】
環境パフォーマンス指数（EPI）
国別ランキング　2018年
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ま
つ
ざ
き
・
か
ん
　

１
９
９
８
年
金
属
労
協
に
入
局
。
国
際
局
、
政
策

局
で
主
任
と
し
て
産
業
政
策
、
環
境
政
策
の
立
案

を
は
じ
め
海
外
労
使
紛
争
防
止
ツ
ー
ル
の
作
成
な

ど
に
活
躍
。
２
０
１
０
年
９
月
１
日
か
ら
家
族
同

伴
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
（
現
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
）

に
赴
任
。
現
在
の
担
当
役
職
は
、
産
業
政
策
・
多

国
籍
企
業
政
策
グ
ル
ー
プ
の
造
船
・
船
舶
解
撤
／

I
C
T

・

電
機
・
電
子
部
門
担
当
部
長
。


